ディジタイザによる２・３次元データの作成
既設図面の地物・等高線等の２・３次元データの作成を行います。
図隔４隅の読み取り座標を基に図面の伸縮補正を行います。
· 本ソフトは、グラフテック株式会社の「DIGITIZER KW4600」をモデルに作成しました。

他の機種を使用する場合、設定を合わせないと使用できないかもしれません。
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　　測定の手順
　　１．準備
　　　　　・ ディジタイザとパソコンを通信ケーブルで接続
　　　　　　　してディジタイザの電源を入れてください。
・ 本ソフトを起動してください。
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２．設定
・ 通信ポート　
　　　　　　　ディジタイザとパソコンを通信ケーブルで接続
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するときのパソコン側、ポートの種類を設定します。
・ レコード長
　　Ｘ座標、Ｙ座標、ﾎﾞﾀﾝ番号、を並べた最大長を設定します。
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         座標桁数 （ＸＹは全体で６桁取って使用桁は５桁、ﾎﾞﾀﾝは１２桁目）
XXXXX YYYYY B

0123456789012345　　バイト位置
・ ボタンモード　――　本ソフトには関係がありません。
　　　　　　　
　　３．チェック
　　　　　　ディジタイザが正常に動作するかチェックします。
　　４．図郭の座標入力
・ 図面縮尺　――　計測する図面の縮尺分母数

・ 図面の座標北をＴｏｐにした位置で左下（１）、右上（３）の座標値を入力します。
　　　　　　　入力に誤りがなければ「確定」を押してください。
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　５．図郭の読み取り
・ 図面の伸縮補正を行うために座標入力

した４隅の図郭を読み取ります。

・ 計測する図面をディジタイザにセット
して１～４、１～４の順に２回計測します。
＊ 図面の座標北と１～４の位置関係に注意
・ 較差が許容値以内を確認して「確定」を
押してください。
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　６．計測
・ 計測しようとする点名と標高を入力して
ください。
点名を省略すると点番号と同じ点名に
なります。
数値を含む点名は自動カウントします。
標高を省略すると２次元データとなります。
・ 任意点を計測してください。

表示されているデータは修正可能です。
１回の読み取りは、Max = 30000点 です。

・ ｺｰﾄﾞ18 ： ディジタイザ読取点
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・ 計測を終了したら座標ファイルへ「登録」してください。
　７．計算式　　　　　　　数値情報の基礎知識　国土地理院地図情報室偏　より抜粋
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